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背景・課題

• 研究のデジタルトランスフォーメーション（研究DX）は、AI技術やビックデータ解析、研究機器等のリモート化・スマ
ート化等により、人の能力を超えた新たな発見・理解の拡大、時間や場所、人手の制約からの解放、分野融
合による総合知の創出、といった研究活動に大きな転換をもたらし、研究の生産性や成果のインパクトを飛躍
的に高める成果が生まれ始めている。

• これらの動きを全国規模に発展させ、世界に先駆けてAI・データ駆動型研究開発による成果創出を推進すること
が必要。

取組内容

「AI」×「データ」×「リモート化・スマート化」による研究DXのイメージ図

研究DXプラットフォーム イメージ図

• 全国の大学・研究機関におけるAI・データ駆動型研究開発を推進するため、分野・機関を
越えた研究データの共有・利活用を促進する全国的な研究データ基盤の整備を進める。

• 信頼性の高い最先端AI基盤技術の開発を進めるとともに、量子や数理の活用による先駆
的な分野・基盤融合の研究DXプラットフォームを形成し、次世代を見据えたAI・データ駆動
型研究開発を先導する。

全国的なデータ共有・利活用を促進する基盤的機能の強化

• スパコン「富岳」をはじめとしたHPCIや学術情報ネットワーク「SINET」の高度化・活用や、将
来必要な計算資源の確保に向けたポスト「富岳」等の性能・機能等を調査検討を進める。

• SPring-8とともに、産学に幅広い利用ニーズがあるJ-PARCや次世代放射光施設等の他の
大型研究施設についても、ユーザーニーズを踏まえつつ、ハード面・ソフト面の整備等を進める
。

研究デジタルインフラ等の効果的活用

研究のデジタルトランスフォーメーション（研究DX）の推進
— 研究DXプラットフォーム開発の加速・高度化 —

令和5年度予算額 441億円
（前年度予算額 414億円）

世界に誇る我が国の研究リソースを結集し、
研究DXプラットフォームの開発を加速・高度化する。方向性

• 気候変動・レジリエンス、マテリアル、ライフサイエンス、人文社会の分野におけるAI・データ駆
動型研究開発によるユースケース形成を推進するため、分野の中核機関が全国の大学等と
連携し、研究データの創出から管理、利活用までを一気通貫で行うプラットフォーム構築を進
める。また、その成果を発信・普及する。

価値創造を目指したユースケースの形成・普及 138億円（135億円）

122億円（98億円）

181億円（181億円）

※（）内は前年度予算額

令和4年度第2次補正予算額 185億円
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理論・実験・計算・データ（４つの科学）
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理論科学 実験科学

計算科学
（シミュレーション）

データ科学
（インフォマティクス）

・理論構築
・頭脳戦

・経験から解釈
・人海戦術

・モデル化
・スパコン勝負

・AI・データ解析
・質と量が重要

データ基盤深層学習等
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研究DXプラットフォームの形成と展開のイメージ（ AI×スパコン×研究ビックデータ）

質量分析
（メタボローム解析）

SPring-8
SACLA クライオ電顕

NMR

細胞内1分子
イメージング

多様かつ優れた解析基盤

MRI
(脳画像)

超解像イ
メージング

データの計測・収集

世界最高性能の計算資源

複数モダリティ等の統合データベース

データの蓄積・統合

・大規模データアセット群を高速転送、蓄積、 体系化（メタデ

ータ付与、標準化等）し、セキュアな環境下に保護。

・データ間のつながりを含む多様な分野の膨大データアセットに

よる知識空間を構築

膨大な研究データの蓄積・統合

研究データ

【ライフ分野のデータアセットの例】

◆生体分子の構造データ、細胞の動態
データ
◆ヒトや動物、植物と共生する微生物
◆環境中（土壌や海など）の微生物

人工知能をはじめとする数理・情報科学の結集

弱教師付機械学習
因果探索

AI

シミュレーションに
よりリアル空間の
データを補完

大量の高品質
な研究データ

・シミュレーションに

よるリアル空間では取

得が難しい仮想的な研

究データの創出
・データを活用し、新たな数理モデルや予測手法の開発、高付加

価値化、新機能付与等を実現

データ⇒数理モデル

シミュレーションの
高度化

データ同化

スパコン・量子コンピュータ
データ解析

解析環境の
提供
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研究データ基盤の構築（NII-RDC）

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリやデータリポ
ジトリとも連携

• 研究者や所属機関、研究プロジェクトの情報とも
関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発見のプロセスをサポート

長期保存対応ストレージ領域

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

成果論文 研究データ

機関向け研究データ管理公開・蓄積管理・保存

検索・利用

非公開 共有 公開

• データ管理基盤における簡便な操作で研究成果
の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、メタデー
タや公開レベル統計情報などの管理機能の提供

• データ収集装置や解析用計算機とも連携
• 研究遂行中の研究データなどを共同研究者間や
ラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続した利用が可
能

分野別
リポジトリ

海外の
研究データ
公開基盤DOI ORCIDデータ検索基盤

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析用
計算機

データ管理基盤

次期
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AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業
 

セキ
ュア蓄
積環
境

人材育
成基盤

計画に基づきデータ管理等を機械的に
支援し、DMPをプロジェクト管理に不
可欠な仕組みへと変革

データガバナンス機能

専門的なキュレーションを実践でき
るエコシステムを構築し、データ再
利用の促進に寄与

キュレーション機能

秘密計算技術で機微な情報も安心して
解析できる環境の提供で、新しいデー
タ駆動型研究の世界を開拓

秘匿解析機能

RDMに必要なスキルを学ぶ環境を
提供し、全ての研究者を新しい科学
の実践者へと育成

人材育成基盤

安全で強固なデータの保存・保護機能
を有する超鉄壁ストレージを提供し、
機微な情報も安心して保全

セキュア蓄積環境

データプロビナンス機能

データの来歴情報の管理から利用状
況を把握で き、データ公開へのイ
ンセンティブモデルを提供

データ・プログラム・解析環境のパッ
ケージ化と流通機能を提供し、研究成
果の再現性を飛躍的に向上

コード付帯機能

データ
管理基盤

データ
公開基盤

現行研究データ基盤

データ
検索基盤

活用

信頼

蓄積

管理

流通

保護

育成

研
究
デ
ー
タ
基
盤
の
機
能
実
装

研究データ基盤高度化チーム
NII Research Data Cloudを

7つの側面から機能拡張

リーダ機関

中核機関群の代表からなる運営委員会が全体を統括し研究データエコシステムの全国展開に向けて共同実施機関を随時拡大

基
盤
の
活
用
に
係
る
環
境
整
備

• 機関内サービス等とNII RDCの連
携機能の整理と設計

• 計測機器等からの大量データを効
果的に管理するための要件整理と
機能開発

• 管理対象となるメタデータの設計
と実証

• 関連する高度化機能との仕様調整
と共同開発

• 異なる分野間でのデータ活用や
データ連携に発展する取り組み
を精査

• 異なる分野間でのデータ活用や
データ連携に関する具体的な
ユースケースを創出

• ユースケースをまとめたツール
キットの作成とそれを用いた広
報活動

• 研究データの活用に適した機械
可読データの統一的な記述ルー
ルの設計

• 研究データの公開に必要な要項
や作業フローの整備

• 研究データを適切に取扱うため
の指針のまとめ

• 学内整備のための事例形成

• 人材育成を主とした研究データ
管理体制の構築を推し進める学
内組織構築の事例形成

• 研究データ管理人材に求められ
る標準スキルに関する検討

• 研究データ管理人材育成のため
のカリキュラムの作成、オンラ
イン学習コースの整備

プラットフォーム連携チーム 融合·活用開拓チーム ルール·ガイドライン整備チーム 人材育成チーム

リーダ機関 リーダ機関 リーダ機関 リーダ機関
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基盤モデルの研究への活用例

NVIDIA社 プレスリリースより
https://nvidianews.nvidia.com/news/nvidia-launches-large-language-model-cloud-services-to-advance-ai-and-digital-biology

海外では、既に基盤モデル活用のためのプラットフォームや、

それを活用したサービス・アプリケーション開発が展開されている

AI向け半導体を開発しているNVIDIA社において、

MIT・ハーバード大学ブロード研究所と連携し、

2022年9月に生体分子データによるAI基盤モデルを

数万人規模の研究者に提供することを発表。

既に、特定の学術分野におけるAI基盤モデル

の利用を開始している形。

我が国においても、様々な分野での基盤モデルの活用（生成系AIのサービス等）を進めることが必要と考えられる

（例）基盤モデルを活用したサービスのうち、研究に活用した海外の事例
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